
「
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全

国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
岩

手
の
会
」
は
３
日
、
「
５
・

３
憲
法
集
会
ｉ
ｎ
い
わ
て
」

を
盛
岡
市
で
開
き
ま
し

た
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
の

視
聴
も
含
め
て
２
６
０

人
が
参
加
。
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
厳

し
く
抗
議
し
、
憲
法
９

条
を
生
か
し
た
平
和
外

交
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル

を
採
択
し
ま
し
た
。

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
伊
藤
千
尋
氏
が
講

演
。
ロ
シ
ア
の
侵
略
は
、

国
連
憲
章
と
国
際
法
に

明
確
に
違
反
し
て
お
り
、

プ
ー
チ
ン
の
「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
は
ロ
シ
ア
の

一
部
」
な
ど
の
主

張
は
現
代
で
は
通

用
し
な
い
と
喝
破

し
ま
し
た
。

改
憲
勢
力
が
「
９

条
で
国
を
守
れ
る

の
か
」
と
の
攻
撃
を

強
め
る
一
方
で
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
被

害
に
心
を
痛
め
、

戦
争
以
外
の
解
決
策
を

模
索
す
る
人
た
ち
が
増

え
て
い
る
と
指
摘
。
「
９

条
は
自
国
を
守
る
だ
け

で
な
く
、
国
を
越
え
て

人
類
を
守
る
も
の
」
と
い

う
先
駆
的
な
内
容
を

参
院
選
に
向
け
て
大
い

に
語
ろ
う
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

立
憲
民
主
党
の
木
戸

口
英
司
参
院
議
員
（
野

党
統
一
）
、
日
本
共
産

党
の
斉
藤
信
県
副
委
員

長
、
社
民
党
の
久
保
孝

喜
県
連
合
副
代
表
が

来
賓
あ
い
さ
つ
。
達
増

拓
也
知
事
ら
が
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
寄
せ
ま
し
た
。

集
会
後
、
ピ
ー
ス
パ
レ
ー

ド
を
行
い
ま
し
た
。

盛
岡
市
の
岩
手
公
園

で
第
93
回
メ
ー
デ
ー
岩

手
県
中
央
集
会
が
開
か

れ
、
冷
た
い
雨
を
つ
い
て

３
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
連

帯
し
、
青
と
黄
色
の
小

旗
や
横
断
幕
、
「
戦
い
で

平
和
に
な
っ
た
国
は
な

し
」
と
川
柳
プ
ラ
カ
ー
ド

も
登
場
し
ま
し
た
。

金
野
耕
治
実
行
委
員

長
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危

機
に
乗
じ
て
、
自
民
党

や
維
新
が
憲
法
９
条

破
壊
や
軍
備
増
強

を
狙
っ
て
い
る
と
し
て
、

「
戦
争
反
対
、
命
を

守
れ
」
の
世
論
を
広

げ
よ
う
と
強
調
。
参

院
選
で
市
民
と
野

党
の
共
闘
勝
利
で

「
戦
争
す
る
国
づ
く

り
」
を
阻
止
し
、
格

差
と
貧
困
を
解
消
す
る

政
治
実
現
を
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

達
増
拓
也
知
事
（
メ
ッ

セ
ー
ジ
代
読
）
、
立
憲
民

主
党
の
木
戸
口
英
司
参

院
議
員
（
野
党
統
一
）、

日
本
共
産
党
の
斉
藤
信

県
副
委
員
長
が
来
賓

あ
い
さ
つ
。
木
戸
口
氏

は
９
条
改
憲
や
「
核
共

有
」
、
敵
基
地
攻
撃
能

力
の
保
有
の
議
論
を
批

判
し
、
斉
藤
氏
は
「
平

和
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、
参
院
選
で
岸
田
自

公
政
権
と
補
完
勢
力
に

審
判
を
」
と
力
を
込
め

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
い
わ

ぶ
ち
友
参
院
議
員
・
比

例
予
定
候
補
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
紹
介
さ
れ
、
発
言

で
は
、
職
員
の
増
員
や

賃
金
引
上
げ
を
求
め
る

声
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

４
月
24
日
投
開
票
の

宮
古
市
議
選
（
定
数
22

に
23
人
が
立
候
補
）で
、

日
本
共
産
党
の
落
合
久

三(

74)

、
田
中
尚
（
76
）

＝
と
も
に
現
＝
、
洞
口

昇
一(

72)

＝
元
＝

の
３

氏
が
当
選
を
果
た
し
、

１
増
の
３
議
席
を
獲
得

し
ま
し
た
。
投
票
率
が

前
回
よ
り
５
・５
㌽
下
が

る
な
か
、
３
氏
は
計
２
１

９
３
票
（
得
票
率
９
・
76

％
）
を
獲
得
。
前
回
比

で
１
５
８
票
（
２
・
31
㌽
）

増
や
し
ま
し
た
。

３
氏
は
、
国
民
年
金
で

入
れ
る
特
養
ホ
ー
ム
の

増
床
、
国
保
税
の
大
幅

引
き
下
げ
、
学
校
給
食

の
無
償
化
に
取
り
組
み
、

漁
業
に
大
打
撃
を
与
え

る
原
発
汚
染
水
の
海
洋

放
出
を
阻
止
す
る
と
強

調
。
党
市
議
団
が
３
つ

の
常
任
委
員
会
に
所
属

す
れ
ば
、
市

民
の
切
実
な

要
求
を
さ
ら

に
実
現
で
き

る
と
訴
え
ま

し
た
。
ま
た
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略

を
中
止
さ
せ

る
た
め
に
国

際
世
論
で
プ
ー

チ
ン
政
権
を

包
囲
し
、
危
機
に
乗
じ

た
岸
田
政
権
の
「
戦
争

で
き
る
国
づ
く
り
」を
許

さ
な
い
と
主
張
し
ま
し

た
。新

里
地
区
で
唯
一
の

候
補
者
と
な
っ
た
洞
口

氏
の
地
元
で
は
、
「
新
里

の
声
を
市
政
に
届
け
る

議
員
が
い
な
く
な
っ
て
は

ダ
メ
」
と
党
派
を
超
え
て

支
持
が
広
が
り
ま
し
た
。

当
落
合
久
三
74
現
９
３
０
⑭

当
田
中

尚
76
現
８
１
７
⑮

当
洞
口
昇
一
72
元
４
４
６
⑱
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メーデー岩手県中央集会

左から木戸口、斉藤、久保の各氏

参院議員 幹部会委員長

いわぶち友 志位和夫

マスク着用、ソーシャ
ルディスタンス確保
等にご協力ください

第
93
回
メ
ー
デ
ー
岩
手
県
中
央
集
会

日本共産党岩手県委員会は３日、憲

法施行７５周年にあたって、全県いっせ

い宣伝行動を実施。盛岡駅前では、菅

原則勝県委員長、斉藤信県議団長、庄

子春治盛岡市議団長が訴えました。菅

原氏は、ロシアによる国連憲章違反のウ

クライナ侵略を糾弾し、即時撤退を求め、

危機に乗じた「敵基地攻撃能力」の保有・

「核共有」の暴走許さず、憲法９条生かし

た外交で東アジアに平和な地域をつくる

こと、反戦平和を貫いて１００年を迎える

日本共産党として全力をつくすことを強

調。コロナ禍と物価高のもと憲法を生か

す政治が必要だと訴えました。

釜石市での宣伝

奥州市での宣伝

県
・盛
岡
地
区
委
員
会
の
駅
前
宣
伝



東
北
６
県
の
日
本
共

産
党
女
性
後
援
会
は
７

日
、
参
院
選
勝
利
を
め

ざ
す
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
・

決
起
集
会
を
開
き
、
54

カ
所
で
約
１
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

党
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
委

員
会
の
坂
井
希
事
務
局

長
が
あ
い
さ
つ
。

い
わ
ぶ
ち
友
参
院
議

員
・
比
例
予
定
候
補
は
、

原
発
事
故
の
被
害
実
態

を
示
し
な
が
ら
政
府
と

東
京
電
力
に
責
任
と
原

発
ゼ
ロ
を
迫
っ
て
き
た
国

会
活
動
を
報
告
。
消
費

税
減
税
や
大
企
業
の

内
部
留
保
へ
の
課
税
の

提
案
は
与
党
議
員
か
ら

も
支
持
さ
れ
て
い
る
と

語
り
、
「暮
ら
し
を
守
る

正
念
場
の
選
挙
で
、
日

本
共
産
党
を
大
き
く
し

て
新
し
い
政
治
を
切
り

開
き
ま
し
ょ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。

各
県
の
女
性
後
援
会

の
代
表
ら
か
ら
活
動
経

験
や
決
意
が
語
ら
れ
ま

し
た
。
岩
手
県
の
代
表

か
ら
は
原
発
汚
染
水
海

洋
放
出
問
題
で
学
校
に

「
安
全
」
チ
ラ
シ
が
配
布

さ
れ
た
問
題
で
の
取
り

組
み
、
各
地
の
後
援
会

の
取
り
組
み
や
コ
ロ
ナ

禍
で
の
業
者
の
実
態
、

要
求
を
発
言
し
ま
し
た
。

決
起
集
会
は
、
労
働

者
、
農
民
、
業
者
な
ど

各
分
野
で
次
々
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
の
高
橋

千
鶴
子
衆
院
議
員
は
、

４
月
24
日
、
金
ケ
崎
町

で
の
「つ
ど
い
」、
花
巻
市

で
の
街
頭
演
説
で
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

問
題
や
く
ら
し
、
農
業

な
ど
日
本
共
産
党
の
政

策
を
訴
え
ま
し
た
。

金
ヶ
崎
町
で
は
、
阿
部

隆
一
町
議
と
と
も
に
訴

え
。
高
橋
議
員
は
「プ
ー

チ
ン
政
権
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
で
や
っ
て
い
る
こ

と
は
ひ
ど
い
も
の
。
国
際

世
論
で
追
い
つ
め
よ
う
」

「年
金
が
下
が
っ
た
の
は
、

５
年
前
に
年
金
に
マ
ク

ロ
ス
ラ
イ
ド
制
が
導
入

さ
れ
た
か
ら
だ
。
コ
ロ

ナ
禍
で
そ
の
歪
み
が
で
て

い
る
」
「
戦
争
か
平
和
か
、

暮
ら
し
が
問
わ
れ
る
参

院
選
で
、
比
例
５
議
席

を
な
ん
と
し
て
も
」
と
訴

え
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「ラ
ー

メ
ン
屋
さ
ん
が
、
材
料

が
す
べ
て
値
上
が
り
し
、

ガ
ス
代
も
上
が
っ
た
が
、

ラ
ー
メ
ン
を
値
上
げ
で

き
な
い
」、
「
農
家
は
コ
メ
、

肥
料
が
上
が
り
、
水
田

交
付
金
も
も
ら
え
な
く

な
る
と
や
め
る
し
か
な

い
」
、
「
酪
農
家
も
エ
サ

代
が
上
が
っ
て
深
刻
」
と

の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

花
巻
市
で
は
、
照
井
メ

イ
子
市
議
、
桜
井
は
じ

め
市
議
と
街
頭
演
説
。

「
参
院
選
後
の
花
巻
市

議
選
（７
月
17
日
告
示
）

で
は
現
有
３
議
席
確
保

を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
は
絶
対
許
さ

な
い
。
国
連
憲
章
を
守

れ
の
声
を
広
げ
、
侵
略

を
正
当
化
す
る
プ
ー
チ

ン
を
国
際
社
会
の
連
携

で
追
い
詰
め
よ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

民
青
同
盟
岩
手
県
委

員
会
は
、
毎
週
土
曜
日

の
夕
方
に
ク
ロ
ス
テ
ラ
ス

盛
岡
前
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ

宣
伝
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で

ス
ピ
ー
チ
や
支
援
募
金

を
呼
び
か
け
、
シ
ー
ル

ア
ン
ケ
ー
ト
や
「
平
和

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
青
年

と
対
話
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
①

「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
を
ど
う
思
い
ま
す

か
？
」②
「核
兵
器
禁
止

条
約
を
日
本
は
署
名
・

批
准
す
べ
き
？
」
③
「
憲

法
９
条
を
変
え
る
こ
と

に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す

か
？
」
の
３
つ
の
設
問
で
、

そ
れ
ぞ
れ
「
賛
成
」
「
反

対
」
「
分
か
ら
な
い
」
の
３

択
で
す
。
①
③
は
圧
倒

的
に
反
対
多
数
、
②
は

圧
倒
的
に
賛
成
多
数
で

す
。「

平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

で
は
、
「
戦
争
は
や
っ
て

ほ
し
く
な
い
で
す
」
「
小

さ
な
子
の
命
を
奪
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
！
」
「
絶

対
に
許
さ
な
い
！
Ｓ
Ｔ

Ｏ
Ｐ

Ｗ
Ａ
Ｒ
！
」
と
い
っ

た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

憲
法
改
悪
反
対
岩
手

県
共
同
セ
ン
タ
ー
は
10

日
、
盛
岡
市
で
定
例
宣

伝
し
、
金
野
耕
治
事
務

局
長
ら
が
「
憲
法
改
悪

を
許
さ
な
い
全
国
署
名
」

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

署
名
し
た
人
は
「
自

民
党
政
権
は
ア
メ
リ
カ

に
追
従
し
て
ば
か
り
で
、

独
自
の
外
交
方
針
が
な

い
」
（
69

歳
男
性
）
、

「
『
戦
争
で
は
な
く
話
し

合
い
で
解
決
を
』
と
い
う

９
条
は
確
か
に
大
事
で

す
よ
ね
」
（
32
歳
女
性
）

な
ど
と
語
り
ま
し
た
。

（２）２０２２年５月１５日（日） 第８２１号新 い わ て

日
本
共
産
党
岩
手

県
委
員
会
の
菅
原
則

勝
委
員
長

は
４
月
20

日
、
達
増

拓
也
知
事
に
会
い
、

志
位
和
夫
委

員
長
の
新
刊

書
『
新
・
綱
領

教
室
』
（
上
・

下
巻
）
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

菅
原
氏
は
「
今
度
の

参
院
選
は
党
の
綱
領

そ
の
も
の
を
語
る
選

挙
に
な
り
ま
す
。
知

事
に
も
読
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
」
と
話
し
ま
し

た
。達

増
知
事
は
、
党
綱

領
を
一
部
改
定
し
た

第
28
回
党
大
会
（２
０

２
０
年
１
月
）
決
定
集

に
ふ
れ
、
「
以
前
い
た

だ
い
た
時
は
『世
界
論
』

を
楽
し
く
読
ま
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
」
と
述

懐
。
今
回
も
「
ぜ
ひ
読

ん
で
み
た
い
と
思
い
ま

す
」と
応
じ
ま
し
た
。

東北ブロック女性後援会の交流＆決起集会

岩手県女性後援会も発言

花巻市で街頭演説

金ケ崎町で「つどい」

シールアンケートで対話

国内では現

在、漆掻き職

人の多くが岩

手県北部の二戸市浄法寺地区で使わ

れる掻き採り技法で漆を収穫している。

本来は掻き技術や道具形状などに地

域差があり、全国に有名な漆産地がい

くつもあったが、どこも昭和か平成まで

に廃れ、地域固有の技術伝承も途絶え

たため、浄法寺にある「日本うるし掻き

技術保存会」が行う職人育成研修制度

で技術を習得した人が少なくない。最も

職人が減った時期には浄法寺地区でも

20人を切っていたが、20年ほど毎年育

成をして現在は40人近くまで回復。近

年は漆塗り産地を中心に他県でも技術

研修が開かれるなど広がりをみせる。

さて、漆掻きに使う道具だが、刃物は

農鍛冶師が刃の部分を鍛錬し、漆掻き

職人が柄をすげるなどして手作りで用

意する。漆の外皮を削る漆カマ、漆の

表皮を細く削る漆カンナ、カンナで付け

た傷から滲み出る漆原液を掻き採る漆

ヘラ、掻いた漆を収めるタカッ

ポ（小型樽）等々、一工程ごと

に一つずつ道具があると言え

るほど多彩で興味深い。

盛岡市 中村恵美

漆カンナ（左）は新品、漆ヘラ（右）
は長年使った後。漆に染まった柄
は味わい深い色合いに変化する。
（著者撮影）訴える共同センターの人たち


